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1ページ
テーマ　５Sマグロを求めて
株式会社　アドヴィックス　刈谷工場
佐藤　優輝が紹介します。

2ページ
会社紹介
株式会社アドヴィックスは愛知県刈谷市に本社を置き、
会社スローガンとしてMove, Move, Move,and Moved!
言わずに済まさず、対話を重ね、みんなで動こうを掲げ、
国内外で11か国　27拠点でブレーキの現地生産をしています。

３ページ
刈谷工場の歴史を簡単に説明します。1943年に東海飛行機が設立し、
その後『愛知工業』、『アイシン精機』と社名を変更
2001年に『アイシン』『DENSO』『住友電気工業』が融合し、
アドヴィックスが誕生しました。
2010年に『アイシン精機』から『アドヴィックス』へ譲渡され現在まで
約80年の歴史を持つブレーキ専門工場として生産活動を行っています。
製造している主要製品は自動車の進化、時代のニーズに合わせ
技術開発賞を受賞した製品も生産しています。

４ページ
職場の紹介。
私たちは製造室 製造1課 12係に属しており車の基本性能
走る・曲がる・止まるの止まることに関わる安心　安全な
自動車部品を製造しておりAHB-Rxの切削加工から
材料の運搬・供給のほか刃具置場の管理までの業務を
担当しています。
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5ページ
担当している製品はAHBRxという回生ブレーキの　シリンダーボデーを
取り扱っており、主にハイブリッドの大型車に使われていて
油圧と回生、2種類のブレーキを調整することで
燃費のアップに貢献しています！

６ページ
サークルの紹介　迷わず、真っすぐ、突き進め！
マグロの様に真っすぐ突き進もうという思いがきっかけで誕生し
性別、国籍問わず個性豊かなメンバーでチームワークを強みに
活動して４年目になります。

７ページ
3年間の取り組みとして2020年は安心・安全な職場環境作りをねらいとし
メンバーの仲を深めながら、個人のモチベーションをUPさせます。
次に2021年は　仲間を守り、助け合える職場作りを狙いとし
職場でのコミュニケーションを大切に考え個人のモチベーションUPに
繋げます。そして2022年は活動の中で、達成感を味わってもらうことを
目標とし身近なことから問題を見つけ、全員で知恵を絞り出し
解決に導く活動を進めてきました。

２０ページ
2022年、現状のサークルレベル把握を実施したところ
サークルレベルはBゾーン。メンバーが増えても、新入社員が入っても
やはり課題はチームワーク、QC手法。
前年度の反省も踏まえ困りごとの聞き込みによる
コミュニケーションを中心に活動していきます！

９ページ
活動計画はこの様にたて、リーダー豊里さんを中心に
レクリエーション多め、今年も楽しく活動する事を決めた矢先、
コロナ禍の為、活動が制限されることとなりました。
しかし制限された中でもできることを進め、QCテキストを使った
勉強会や理解度テストを繰り返し行いました。

１０ページ
改善活動も職場で今の自分達で出来る事を考え実行し
ヒヤリハット提案の安全バー対策や、
品質ヒヤリ提案の保護具に錆が付着する。
３F提案のラインが近いのに遠回りしないと休憩場所へ行けない。
など、職場全体の対策を行ってきました。



１１ページ
その結果、2020年　期末サークル評価としてはコロナ禍でメンバーが
互いに耐え抜いた団結力によるチームワーク向上。
３密回避で出来る限り行ったQC勉強会によるQC手法の向上で僅かながら
サークルレベル向上に繋げることができました。今後の課題としては、
コロナ禍に負けないチームワークの向上。
現環境における運営方法の確立が必要と実感しました。

１２ページ
コロナ禍が少し落ち着きを見せた為、活動も再開。
職場では新製品の立ち上げにより、関連部署との連携強化と
個人のスキルアップの為、豊里リーダーは生準に専念。
新しいサークルリーダーとして吉原リーダーが誕生しました。
吉原さんは打たれ強い性格で、趣味はパチンコ！目標としては、
サークル名に由来し迷わず前進あるのみ。
本人からの一言で、普段は眼鏡ですがプライベートは
コンタクトレンズでイメチェンしています。

１３ページ
2021年の現状のレベル把握をすると、前年に引き続きチームワーク、
QC手法、運営方法が低いことが課題に上がりました。
まずはチームワークを底上げしコミュニケーションを取れる様にして
引き続きQC勉強会を繰り返しサークルレベルの底上げに
専念することにしました。

２０ページ
2022年、現状のサークルレベル把握を実施したところ
サークルレベルはBゾーン。メンバーが増えても、新入社員が入っても
やはり課題はチームワーク、QC手法。
前年度の反省も踏まえ困りごとの聞き込みによる
コミュニケーションを中心に活動していきます！

１５ページ
二人一組で、勉強会を実施。今まで通りのテキストで、ベテランには
慣れ親しんだテキストの為、簡略することもあり、それが新人には
分からず理解に苦しむ事も。
継続して行うも、前回のことを忘れており会合が静まり返る場面もあり。
リーダーとしては気がかりだが、信じて進めていました。
順調に生産ラインも増え人員も増加。サークルメンバーも増え
これまで以上にみんなの協力が必須だが一人悩みを抱える存在が・・・。
その姿を見て行動した人がいました。

１６ページ
リーダーをよく知っていて他部署の応援から戻って来た
ベテランメンバーからアドバイス。
困った時は周りを頼る。技能員も同じ悩みを抱えているから話を
よく聞き仕事のコミュニケーションをとること。まずは行動しよう。
即、実行し出来る事を今、行動することで信用、信頼という絆を
手に入れることは今後、気付くことになります。
この行動で職場の意識が少しづつだが変化があり
安全に対する提案が増えてきました。



１７ページ
サークル運営を進める上でとても重要なことは議事録。
おぼえがきのようになって次直へ全く伝わらない。そこでリーダーが
書記を兼用することは、オーバーワークと感じベテランメンバーが
率先して役割を変更。狙いとしてはメンバーとの対話時間を増やし
リーダーの苦手なコミュニケーション能力を
養ってもらうためでもあった。
そこで議事録を監督者と相談しフォーマットを改訂。５W１Hで
活動の進捗を具体的に記入。リーダーを含め、メンバーに教育も実施。

１８ページ
2021年期末のサークル評価として
困り事の聞き込みによる信頼度アップ。
繰り返し続けたQC手法の勉強の成果や、議事録の書き方の
勉強などがあり、Cゾーンからサークルレベルも上昇！。
次回への課題としては
もっとチームワークの向上。分かりやすいQC勉強があがり、
停滞することもありましたが初心忘れるべからずを再認識する
１年になりました。

１９ページ
2022年、コロナ禍も日に日に落ち着き活動スタート。
前年度からの変化点として　組織の改編により人員が5名から10名に増加！
そして新入社員が配属されました！。リーダーは引き続き吉原リーダー
経験を積み重ね、打たれ強さは前年度の2割増しに！
最近は肉より魚を好んで食べてます。

２０ページ
2022年、現状のサークルレベル把握を実施したところ
サークルレベルはBゾーン。メンバーが増えても、新入社員が入っても
やはり課題はチームワーク、QC手法。
前年度の反省も踏まえ困りごとの聞き込みによる
コミュニケーションを中心に活動していきます！

２１ページ
前年度のQC勉強会を振り返り、テキストを使った繰り返し教育を行うが
内容に変化がない為、テストはできるが、いざ本番では作成できず。
その都度ベテランに手ほどきされる状態。若手メンバーは、
理解したように見えても理解できてなかった。
みんなにあったテキストはないかなあ・と考えていた時のこと。

２２ページ
とある休日。お酒を片手にテレビ番組を見ていた時のこと、
マグロの養殖を取り上げたものがあり、最近は魚を好んで食べる私には
うってつけの番組でした。養殖魚は　卵　育成　親魚　産卵という
サイクルを繰り返し、メリットとしては、生態系を崩さない、
個体差が少ない、高品質な系統の育成、いつでも旬な魚が味わえること。
デメリットとしては限られたいけす内のため、
ストレスに弱いことがあるそうです。
その事を会合で話したところ、何かQCっぽくないですか？



２３ページ
マグロ養殖のサイクル・メリット・デメリットをそれぞれQCっぽく
当てはめ、養殖のサイクルやメリットの生態系を崩さないことなどを、
QC活動や職場の環境に当てはめていき、
それぞれがベストマッチしました。
そしてデメリットの限られたいけす内でストレスに弱いは、
仕事のストレスでモチベーションが下がりますよね！
このデメリットを限りなくゼロに近づけるには、
身近な困りごとを減らしていくこと！
そこで、私たちが活動してきた改善事例を紹介します。

２４ページ
テーマ　刃具セッチングエリア５S時間低減

２５ページ
選定理由　　メンバーに身近な困りごと。
それは、職場の問題点吸い上げ提案。
工場方針の一つに安全な作業：胸を張り模範となれる
安全・安心な工場づくりがあり、その中で
①標準作業、安全ルール遵守と守れる環境づくりを自ら実行するために
私達の職場の重点項目として
①作業観察の中での問題点吸い上げ。②提案に対し２か月以内の改善
改善率100％の目標値に対し少しでも自分たちで改善していこうと決め、
取り組むことにしました。

２０ページ
2022年、現状のサークルレベル把握を実施したところ
サークルレベルはBゾーン。メンバーが増えても、新入社員が入っても
やはり課題はチームワーク、QC手法。
前年度の反省も踏まえ困りごとの聞き込みによる
コミュニケーションを中心に活動していきます！

２７ページ
次に、現状の把握として刃具セッチングの３F内容を項目別で
パレート展開する際に、パチスロ大好きベテランメンバーから、
いい考えがあるまかしとけと心強い提案。できた例題が、
とあるパチスロの機種別で、大当たり回数などのデータをパレート図に
置き換える方法でした。
これなら楽しくQC手法が学べ、題材も他のメンバーが興味を持つものに
換えればどこでも活用でき、今回の様に若手メンバーのみで
３Fのパレート展開ができました。

２８ページ
現状把握.２　　刃具セッチング台を現地で現認し汚れた現状の確認。
工具は並んでいるがなんとも言えない状態。ここでメンバーに、
知っていてほしいのは刃具のセッチングで異物・汚れで0.01ミリでも
数値が変われば、製品品質に影響するということ。
次に、4月度の５S活動実績を確認すると、職場全体の場所・曜日別で
計画し行う掃除に対し、刃具のセッチングエリアは汚れる頻度が多い為、
計画追加で一回あたり、１５分の清掃が、月に８回あり、
１２０分使われていました。



２９ページ
実際にセッチング台の清掃を行ってみてなかなか汚れが落ちず、
作業台が終われば次に床掃除もあり１５分で終われないことを現認し
元々の週１回の計画清掃時間で行えるようにするため
計画追加で行っている清掃時間を無くすことときめました。

３０ページ
解析として、魚の骨に例える特性要因図を用いました。
ここでは、新人の面倒見がとても良い豊里班長が、
新人熊谷君とコンビを組み、なぜ清掃に時間がかかるのかを特性に、
４M要因を用いて、解析した結果、重点要因として、
①物の置き方が分からず時間がかかる。
②汚れが落ちにくく時間がかかるがあげられました。

３１ページ
工具の置場を明確にするためには、最初に行わなければならないことを、
質問形式で確認し、いつもなら全部、指示するところを若手の
意識向上を考え、自分達で今やることを決めさせ行いました。
改善前は工具の並びが不明確で工具もベタ置きの為、取出す時に
手袋などで盤面を汚していた。改善後は、お刺身の盛り合わせで、
大根のつまをヒントにし、格子材を敷きクリップで浮かせる工夫を行い、
置場表示も大きく見やすく作成しました。

２０ページ
2022年、現状のサークルレベル把握を実施したところ
サークルレベルはBゾーン。メンバーが増えても、新入社員が入っても
やはり課題はチームワーク、QC手法。
前年度の反省も踏まえ困りごとの聞き込みによる
コミュニケーションを中心に活動していきます！

３３ページ
作業場のみならず、周囲の床など気づかないうちに汚したら
気づかないところで会社の仲間がケガをするかもしれない。
危険の未然防止を考え、汚れにくい作業台から汚さない作業台にするため
誰にでも使いやすく、身長差や作業姿勢も考え、その都度、
図面を書き直し出来上がった作業台を設置しました。

３４ページ
それでは効果の確認です。
３F改善未達案件で上がっていた６件を自分達のできるレベルで
整理　整頓　清掃　の改善を実施し全て完了したことで
計画外で発生していた１２０分の清掃時間を０分にし
目標を達成しました。



３５ページ
今回の改善で、清掃時間を減らすとどうなるんですか？の問いかけに
月に１２０分を１週間当たりに変換すると、週３０分時間ができる。
この時間を今継続している、安全意識向上活動の時間で使用する。
それぞれの時間を問題点の刈り取り、現認と対策の立案、
技能員による対策の実施それを全員で現認し効果の確認を行う。
このサイクルを繰り返す事で今回の改善のように、互いに意識を高め
今よりもこの先　もっと良い職場づくりにつながるのです。

３６ページ
標準化として、三本柱活動を着実に行ってきた私たちは
ルールが守られる安全な職場作りを行う為に自分達で守れる
運用ルールを決め刃具セッチング台のあるべき姿を作成し
５W１Hを用いてこの様にきめました。

３７ページ
2022年度を振り返り、その先を考え安全最優先に考える行動　セーフ。
困ったときは誰に言われるでもなく助け合う姿　セーブ。
心配ではあるが若手の自立に対して陰ながらサポートし
１つの結果に対して相乗効果を求める貪欲な姿勢
リーダーを支えみんなが今の自分に出来る事を前向きに行動した結果、
知らず知らずのうちに身に付いていたQC手法

２０ページ
2022年、現状のサークルレベル把握を実施したところ
サークルレベルはBゾーン。メンバーが増えても、新入社員が入っても
やはり課題はチームワーク、QC手法。
前年度の反省も踏まえ困りごとの聞き込みによる
コミュニケーションを中心に活動していきます！

３９ページ
期末のサークル評価を確認すると、Y軸のチームワーク向上と、
５Sのレベルアップ。それに伴い知らず知らずのうちに上がった
QC手法と改善能力によりサークルレベルは上昇し、
Aゾーンに近づくことが出来ました。
課題としては、今よりももっとチームワーク向上を図り
現環境下での実務改善の技能伝達が上げられました。

４０ページ
メンバーひとりひとり、前年度の反省に対しての目標をかかげ
提案や連絡が伝えれない事にたいし、議事録を使いこなす。
提案する話が難しくて全て必死だったことや、途中参加の為、
納得いくまで発言。提案するメンバーに的確な指示を出し
経験、知識でサポートする。など目標に対してどのように
行動するかを決め動き出しました。
Move　Move   Move　Moved 私達は　自分に出来る事を考え
サークル名の由来の様に目標に向け突き進んでいます。
今、このときも。



４１ページ
ご清聴ありがとうございました


